
グローバルファイナンスミックス

成長戦略を支えるファイナンスミックスを推進し、財務健全性を維持するためのガバナンスを強化。
特に、投資家のSDGs、ESGへの関心の高まりも意識した資金調達の多様化と高度化、キャッシュ
マネジメントの最適化を図るとともに、資本コストを重視したガバナンスの強化に取り組んでいます。

　国内外における間接金融と直接金融および不動産流動
化を組み合わせた多様な資金調達、すなわちグローバル
ファイナンスミックスを推進しています。具体的には、金融
機関借入の裾野を拡大していくとともに、国内リテール債
の定例発行を継続しており、また、サステナブルファイナ

　海外事業の規模拡大、利益創出ステージへの移行に伴
い、特定エリアでは資金残⾼が大きく増加していることか
ら、資金余剰となっているエリアから資金需要旺盛なエリ
アに資金を融通する、キャッシュマネジメントの最適化を進
めています。一例としては、中国子会社とイオンモール（日

ンス時代の本格的な到来を見据えて、2020年9月にはサ
ステナビリティボンド300億円を発行しました。引き続き
不動産流動化も活用して新しいショッピングモール開発資
金を創出していくとともに、海外での資金調達についても
検討を進めています。

本）との間で2020年度に構築したクロスボーダープーリ
ングを活用して、2021年度より中国子会社の余剰資金を
イオンモール（日本）に融通し、既存の有利子負債の返済に
充当しており、新たに日本で調達した資金をアセアン子会
社へ出店資金として振り向けています。

キャッシュマネジメントの最適化

ファイナンスミックスの推進とガバナンス体制の強化

価値創造の戦略

中国子会社 イオンモール（日本） アセアン子会社

投資対象物件有利子
負債

有利子
負債

余剰資金の融通

クロスボーダー
プーリング

出店資金

開発調達返済

2017年度末有利子負債
3,947億円

（除くリース債務）

2020年度末有利子負債
5,824億円

資金使途が、地球環境に関するグ
リーンプロジェクトおよび社会課題
解決に関するソーシャルプロジェク
トに限定されている債券。
2020年度発行のサステナビリティ
ボンドは新型コロナウィルス対策、
東日本大震災復興支援等に充当し
ました。

サステナビリティボンド

56.9%

長期借入金
38.2%

機関投資家向け
社債

41.2%

個人向け
社債

20.6%

35.5%

7.6%
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　当社は、国内外ショッピングモール開発の投資に際し、
投資対象物件が毎年生み出す将来キャッシュ・フローの
現在価値の合計と投資額とが一致するように、将来キャッ
シュ・フローを現在価値に割り引く内部収益率を算出して、
その内部収益率が当社の投資採算基準レートを上回って
いれば投資適格であると判断しています。

　当社の投資採算基準レートは、負債コストとCAPM
（Capital Asset Pricing Model）に基づき算出された
株主資本コストを、有利子負債と株式時価総額で加重平
均して求められる資本コストに、各国のカントリーリスクプ
レミアムや各市場のデータ等も考慮したうえで決定して
います。

資本コストの重視

財務情報／会社概要価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える
マネジメント

将来キャッシュ・フローが大きいほど、内部収益率（ｒ）は高くなります

内部収益率算定に使用する将来キャッシュ・フローの期間は投資対象物件により異なります

現
在
価
値

投
資
額

資本コスト 投資採算基準
レート

１
年
目
の

キ
ャッ
シ
ュ・フ
ロ
ー

２
年
目
の

キ
ャッ
シ
ュ・フ
ロ
ー

３
年
目
の

キ
ャッ
シ
ュ・フ
ロ
ー

ｎ
年
目
の

キ
ャッ
シ
ュ・フ
ロ
ー

1
（1＋r）X

1
（1＋r）2X

1
（1＋r）3X

1
（1＋r）nX

資産

負債

純資産
時価
総額 株式市場

データ
債券市場
データ

カントリーリスク
プレミアム

金融市場
データ

有利子
負債

バランスシート

投資対象物件
の内部収益率
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